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　《 趣味の芸能発表会開催 》

　第25回趣味の芸能発表会が９月30日(土)広島市総合社会福祉センターのホールで開催されました。

 開会式に続き、サークル発表、班別コーラス、踊り、楽器演奏等日頃磨いた腕前が披露されました。

 歌に踊りに楽器演奏にと熱演が続き、初お目見えのコント劇では思わぬ主役も出現したようです。

 今年はカープの優勝もあって「それ行けカープ」が数多くエントリーされ会場も盛り上がりました。

　《平和記念公園一斉清掃 》

ボランティア活動の一環として平和記念公園の一斉清掃

に7月27日(木)の早朝から参加しました。A班３０名、B

班76名、シニア大学全体では２８８名の多数の方に参

加いただきました。

松井広島市長から平和記念公園は世界平和を全世界

へ発信する場所であり、世界の方をお迎えして平和を祈

念するとともにおもてなしの場所でもあります。皆様のご協

力をいただき原爆記念日を迎えることができ感謝いたしま

すと挨拶がありました。
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　《 米寿表彰式 》
　　今年度中に米寿を迎えられる方１８名の表彰式が実施されました。

　 当日は１０名の方にご出席をいただき、伊藤自治会長からのお祝いの挨拶の後、表彰状と記念品が贈呈

　 されました。被表彰者を代表して２班、津田　巌さんから謝辞をいただきました。

　《 日帰り旅行 》
　９月12日(火)山口県の「秋吉台サファリランド」と「萩明倫学舎」のバス旅行が実施されました。

 朝からの雨の中３台のバスで１１１名が山口へ向けて

 出発。サファリランドでは雨も上がり、涼しさもあって猛獣

 たちが目の前で迎えてくれました。

 明倫館では幕末に活躍した萩藩士の功績を目の当たり

 にし改めて感動しました。
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「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
を
終
え
て 

 

芸
能
部
長 

住
谷
利
之 

9

月
30

日
（
土
）
新
し
い
場
所
に
移
り 

初
め
て
の
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
来
賓
と
し 

て
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
円
奈
勝
治 

常
務
理
事
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
お
祝
い
の 

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
島
市
シ
ニ 

ア
大
学
院
、
大
城
徳
守
自
治
会
長
、
広
島 

市
シ
ニ
ア
大
学
、
大
久
保
治
郎
自
治
会
長 

の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。
伊
藤
自
治
会 

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
芸
能
部
長
住
谷
の 

開
演
挨
拶
に
よ
り
開
幕
し
ま
し
た
。
ス
テ 

ー
ジ
で
は
熱
演
が
つ
づ
き
大
観
衆
の
大
き 

な
声
援
を
受
け
、
演
目
は
班
別
コ
ー
ラ
ス
、

 

サ
ー
ク
ル
、
楽
器
演
奏
、
詩
吟
、
民
謡
、
舞

踊
に
加
え
日
頃
の
趣
味
を
通
し
て
の
個 

別
参
加
等
多
彩
で
し
た
。
楽
し
い
思
い
出 

に
残
る
芸
能
発
表
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま 

す
。
音
響
関
係
は
昨
年
に
続
き
ク
レ
セ
ン 

ト
清
水
企
画
に
依
頼
し
、
音
響
担
当
者
と 

と
も
に
い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。
準
備
に
は
新
し
い
場
所
に 

移
り
、
芸
能
部
の
不
慣
れ
な
役
柄
で
不
行 

き
届
き
な
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
行
委 

員
の
リ
ハ
ー
サ
ル
準
備
作
業
の
手
順
、
緻 

密
な
作
業
分
担
、
時
間
割
等
で
横
断
幕
の 

取
り
付
け
、
ホ
ー
ル
の
椅
子
配
置
、
投
影 

設
置
関
係
等
準
備
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の 

後
テ
ー
プ
、
CD

の
頭
出
し
、
合
奏
の
音
合 

わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
５
社
の 

広
告
を
得
る
こ
と
が
で
き
掲
載
し
ま
し
た
。

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
出 

演
者
の
自
主
的
な
出
演
申
し
込
み
に
添

い
、
希
望
に
沿
い
な
が
ら
、
出
演
依
頼
も

せ
ず
、
午
前
、
午
後
の
時
間
的
な
余
裕
を

配
慮
し
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。 

最
後
は
優
美
な
タ
ク
ト
に
心
を
一
つ
に

し
て
「
故
郷
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
本
年

度
の
第
25

回
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」

を
締
め
く
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
芸
能
部
一
同
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

 

「
コ
ン
ト
劇
」 

広
島
市
老
人
大
学
病
院 

 
 

 
 

金
子
主
計 

１
班
31

期 

昨
年
は
「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
を 

エ
ロ
チ
ッ
ク
で
な
い
上
品
な
女
の
色
気
を 

出
す
踊
り
で
計
画
し
た
が
、
い
や
ら
し
い 

踊
り
と
勘
違
い
さ
れ
た
か
、
団
員
不
満
の 

た
め
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

今
年
は
多
く
の
方
に
出
演
し
て
い
た
だ
く 

こ
と
が
望
ま
し
い
と
脚
本
製
作
を
開
始
し 

た
。
と
こ
ろ
が
出
演
予
定
者
の
中
か
ら
、 

脳
梗
塞
で
倒
れ
た
方
が
二
人
も
発
生
。
又 

出
演
を
お
願
い
し
よ
う
と
し
た
人
か
ら
辞 

退
さ
れ
る
方
が
続
出
し
た
た
め
脚
本
を
作 

り
直
す
こ
と
に
。
練
習
の
時
も
、
何
人
か 

は
都
合
が
つ
か
ず
、
揃
わ
な
い
ま
ま 

の
稽
古
と
な
る
。「
喜
劇
だ
か
ら
お 

客
様
に
笑
っ
て
頂
け
る
た
め
に
も
私 

た
ち
は
笑
っ
て
演
技
を
し
よ
う
」
と
。

 

舞
台
背
景
の
「
広
島
市
老
人
大
学
病 

院
」
の
看
板
、
診
療
科
目
４
枚
、
時 

計
等
を
製
作
。
眼
科
検
診
表
は
買
え 

ば
１
，
６
０
０
円
。
だ
が
、
皿
、
ガ 

ラ
ス
瓶
、
飲
料
水
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
家 

中
の
円
形
品
を
使
用
し
て
製
作
。 

ド
ク
タ
ー
用
白
衣
（
聴
診
器
付
）
二 

着
は
山
形
県
か
ら
一
泊
二
日
４
，
８ 

０
０
円
で
リ
ー
ス
。 

前
日
練
習
日
、
午
後
１
時
集
合
（
一 

人
欠
席
予
定
、
も
う
一
人
体
調
不
良 

に
な
り
欠
席
連
絡
有
）
役
員
全
員
会 

議
始
ま
り
、
会
議
終
わ
り
次
第
、
一
番

目
で
練
習
を
お
願
い
し
全
員
待
機
。 

「
芸
能
発
表
会
」
看
板
に
赤
白
リ
ボ
ン
装 

着
な
ど
で
、
時
間
が
ど
ん
ど
ん
経
過
。
帰 

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
二
人
を
含
め
全
員 

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
待
機
。
い
ざ
舞
台
練 

習
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
ら
コ
ー
ラ
ス
の 

グ
ル
ー
プ
が
先
に
練
習
開
始
。
時
間
切
れ
、

 

と
う
と
う
練
習
が
で
き
な
い
ま
ま
解
散
と 

す
る
。
情
け
な
い
が
喜
劇
集
団
だ
。
参
加 

予
定
し
て
い
た
町
内
ゴ
ル
フ
同
好
会
コ
ン 

ペ
は
こ
の
練
習
の
た
め
参
加
で
き
ず
。
最 

高
の
ゴ
ル
フ
日
和
を
棒
に
振
っ
て
ま
で
来 

た
の
に
練
習
で
き
ず
。
怒
る
ま
い
。
当
日
、

集
合
写
真
撮
影
指
定
時
刻
に
集
ま
る
も
カ 

メ
ラ
マ
ン
居
ら
ず
15

分
も
遅
れ
。
そ
れ
で 

も
笑
顔
。
昨
日
、
点
滴
の
女
性
が
心
配
。 

昨
年
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ
て
大
腸
の
大
手 

術
し
た
方
も
心
配
。
待
つ
こ
と
、
並
ぶ
こ 

と
は
戦
時
中
の
配
給
制
度
時
代
に
慣
れ
て 

は
い
た
が
我
慢
も
限
界
寸
前
。
幕
が
開
き
、

 

第
一
幕
開
始
、
会
場
か
ら
ク
ス
ク
ス
と
笑 

い
声
が
聞
こ
え
る
。 

第
二
幕
、
第
三
幕
、
第
四
幕
と
進
み
お
客 

様
の
笑
い
声
も
聞
こ
え
た
。
無
事
終
了
。 

喜
劇
と
な
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
笑
っ 

て
頂
い
た
お
客
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た 

い
。
音
響
係
・
舞
台
係
の
方
に
は
大
変
親 

切
に
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。 
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《
伊
藤
自
治
会
長
祝
辞
》 

祝
賀
式
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

八
十
八
歳
の
米
寿
は
寿
ぎ
で
あ
り
素
晴
ら 

し
い
お
祝
い
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
せ
め 

て
米
寿
ま
で
元
気
で
い
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す
。 

皆
さ
ん
は
昭
和
四
、
五
年
生
ま
れ
で
す 

が
、
戦
争
の
最
中
が
少
年
時
代
で
、
小 

学
生
の
高
学
年
か
ら
中
学
生
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦 

争
が
終
わ
っ
て
も
食
糧
難
で
、
し 

か
も
物
資
が
な
く
苦
し
い
中
、
社 

会
に
出
て
物
づ
く
り
に
励
ん
で
こ 

ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
困
難
な
時
代
に
社
会
の
一
員 

と
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
、
苦
し
み
、

 

楽
し
み
、
嬉
し
さ
も
あ
っ
た
と
思 

い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
が
は
じ 

け
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
が
あ
っ
て 

今
日
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
老
人
大
学
へ
入
学
さ 

れ
活
躍
さ
れ
る
な
か
で
英
気
を
養
わ
れ
ま 

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
行
事
に
参
加
し
て
頂 

き
、
青
春
時
代
を
取
り
戻
し
て
頂
き
た
い 

と
思
い
ま
す
。
一
〇
年
後
に
は
白
寿
の
お 

祝
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
、

 

OB

会
で
活
動
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お 

り
ま
す
。
我
々
も
大
い
に
期
待
し
て
お
り 

ま
す
。 

《 

謝 

辞 

》 

 
 
 

 
 

津
田 

巌 

2

班
23

期 

こ
の
度
は
、
米
寿
表
彰
を
賜
り
誠
に
有 

難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

米
寿
を
迎
え
ま
し
た
十
八
名
を
代
表
し
て 

一
言
謝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
戦
前
に
生
ま
れ
、
戦
中
に
育 

ち
、
戦
後
の
困
窮
を
乗
り
越
え
、
復
興
・ 

発
展
期
を
経
た
後
、
突
如
バ
ブ
ル
期
へ
突 

入
す
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
時 

代
を
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
て
、
高
齢
の
域
に
差
し
掛
か
っ
た 

頃
、
縁
あ
っ
て
当
時
の
広
島
市
老
人
大
学 

に
入
学
す
る
こ
と
が
出
来
、
今
日
に
至
っ 

て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
、
学
び
、
諸
活
動
に
も
参
加
さ 

せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
心
身
共
に
喜
び
と 

活
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
米
寿 

は
一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も 

シ
ニ
ア
大
学
院
OB

会
の
発
展
に
向
け
、
微 

力
な
が
ら
努
力
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま 

す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

甚
だ
、
粗
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
礼
の 

言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

本
日
は
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

《
米
寿
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
》 

岸
水 

満
子
様 

一
班 

二
四
期 

高
坂 

量
道
様 

一
班 

三
〇
期 

津
田 

 

巌
様 

二
班 

二
三
期 

小
滝 

美
幸
様 

二
班 

二
三
期 

大
田 

一
子
様 

二
班 

二
五
期 

桑
原 

康
之
様 

二
班 

二
六
期 

鳴
谷
マ
ツ
コ
様 

二
班 

二
七
期 

正
路 

律
子
様 

二
班 

三
一
期 

竹
内 

照
美
様 

二
班 

三
三
期 

山
田 

隆
弘
様 

三
班 

二
四
期 

木
原 

芳
子
様 

三
班 

二
六
期 

石
浦 

光
恵
様 

三
班 

二
九
期 

山
本 

政
博
様 

四
班 

二
七
期 

米
原 

斐
子
様 

四
班 

二
九
期 

西
村 

孝
博
様 

四
班 

三
〇
期 

迫 
 

武
子
様 

四
班 

三
〇
期 

坂
井 

滋
子
様 

六
班 

三
六
期 

橋
尾 

四
郎
様 
七
班 

三
九
期 

《
米
寿
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
》 

岸
水 

満
子 

１
班
24

期 

米
寿
を
歌
う 

米
寿
ま
で
張
詰
め
生
き
て
来
た
け
れ
ど 

心
身
共
に
限
界
な
り
き 

此
の
先
を
如
何
に
生
き
べ
く
迷
い
け
り 

老
体
を
嘆
く
日
々
に
有
り
き 

足
腰
の
弱
り
来
た
る
は
歳
な
の
か 

嘆
き
乍
ら
も
尚
生
き
て
行
く 

人
間
の
愚
か
な
言
動
嘆
く
我
れ 

世
界
の
平
和
願
っ
て
止
ま
ぬ 

今
は
た
ヾ
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
願
う
身
の

夢
を
希
望
の
哀
し
き
行
く
方 

 
 

 

髙
坂 

量
道 

1

班
30

期 

戦
争
と
共
に
育
っ
た
少
年
期
の
記
憶
は 

今
で
も
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
。
昭
和
16

年 

長
兄
が
召
集
さ
れ
奉
公
袋
を
手
に
広
島
に 

入
隊
。
間
も
な
く
太
平
洋
戦
争
勃
発
、
緒 

戦
勝
利
に
湧
き
九
軍
神
が
崇
め
ら
れ
る
。 

14

歳
の
年
、
同
級
生
全
員
海
軍
少
年
兵
を 

志
願
し
た
他
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍 

で
渡
満
し
た
者
、
多
く
は
銃
後
の
戦
士
と 

し
て
軍
需
工
場
等
に
就
職
。
私
は
予
科
練 

の
二
次
試
験
が
大
竹
海
兵
団
で
あ
り
、
同 

級
生
５
名
と
卒
業
式
返
上
で
受
験
。
不
合 

格
で
青
年
学
校
に
入
る
と
同
時
に
防
空
監 

視
所
に
採
用
さ
れ
、
山
頂
で
敵
機
の
発
見 
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に
当
た
っ
た
。
翌
20

年
私
は
実
業
学
校
に 

進
学
、
当
時
３
年
生
は
広
島
兵
器
廠
に
学 

徒
動
員
中
で
あ
っ
た
。
授
業
は
概
ね
午
前 

中
で
午
後
は
松
根
掘
り
か
開
墾
作
業
、
就 

中
配
属
将
校
に
よ
る
教
練
は
厳
し
か
っ
た
。

 

６
月
初
の
学
徒
動
員
で
農
業
用
溜
池
工
事 

に
従
事
、
折
し
も
戦
況
は
沖
縄
陥
落
で
一 

層
緊
迫
化
し
、
本
土
決
戦
が
叫
ば
れ
る
。 

８
月
原
爆
投
下
で
広
島
壊
滅
。
更
に
ソ
連 

対
日
参
戦
、
同
夜
福
山
空
襲
で
大
轟
音
。 

地
が
揺
れ
上
空
は
真
赤
、
戦
争
の
恐
怖
を 

実
感
。
15

日
正
午
全
校
生
徒
集
合
の
下
、 

玉
音
放
送
を
聴
き
大
衝
撃
。
戦
後
72

年
の 

集
大
成
と
な
す
高
齢
者
叙
勲
を
拝
受
し
た
。

 

桑
原 

康
之 

２
班
26

期 

子
供
の
頃
田
舎
で
、
た
き
火
を
し
な
が 

ら
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
達
が
「
○
○
さ
ん 

は
60

歳
の
誕
生
祝
を
し
て
も
ろ
う
た
そ
う 

な
、
長
生
き
よ
の
う
、
わ
し
ら
あ
の
よ
う 

に
長
生
き
は
よ
う
せ
ん
で
」
と
話
し
て
お 

ら
れ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の 

と
き
60

歳
ま
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
大 

変
な
こ
と
な
の
だ
と
思
っ
た
。
今
自
分
を 

振
り
帰
っ
て
み
る
と
何
時
還
暦
を
迎
え
た 

の
か
は
、
大
分
過
ぎ
て
か
ら
気
付
い
た
も 

の
で
、
今
は
、
早
、
米
寿
を
迎
え
た
。
半 

世
紀
余
り
の
間
に
人
間
の
寿
命
は
長
く
な 

っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
88

歳
に
も
な 

る
と
、
い
ず
れ
必
ず
や
っ
て
く
る
死
に
つ 

い
て
何
か
と
気
に
な
る
も
の
で
、
ど
こ
の 

誰
に
お
世
話
に
な
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

 

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
半
数
以
上
の
人
が 

自
宅
で
最
後
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い
る 

が
、
実
際
に
は
自
宅
で
亡
く
な
る
人
は
１ 

割
ほ
ど
で
医
療
機
関
で
の
死
亡
が
８
割
近 

く
あ
る
そ
う
で
す
。
住
み
慣
れ
た
我
が
家 

で
家
族
に
看
取
ら
れ
て
最
期
を
迎
え
た
い 

と
は
誰
も
が
心
の
中
で
思
う
で
あ
ろ
う
。 

願
が
わ
く
ば
介
護
施
設
等
の
お
世
話
に
な 

ら
ず
、
我
が
家
で
「
ト
ン
ト
ン
、
こ
ろ
り
」

 

と
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。 

鳴
谷
マ
ツ
コ 

２
班
27

期 
昭
和
５
年
に
生
を
受
け
、
昭
和
12

年
当 

時
の
尋
常
小
学
校
に
入
学
。
昭
和
19

年
か 

ら
学
徒
動
員
で
呉
海
軍
工
廠
火
工
部
工
務 

係
に
配
属
さ
れ
、
お
茶
く
み
や
各
事
務
所 

へ
の
連
絡
書
持
参
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

 

昭
和
20

年 

3

月
20

日
に
呉
軍
港
か
ら
皆
さ 

ん
と
手
を
振
っ
て
見
送
っ
た
戦
艦
大
和
が 

４
月
７
日
に
鹿
児
島
の
坊
ノ
岬
沖
で
撃
沈 

さ
れ
ま
し
た
。 

終
戦
を
迎
え
、
学
徒
挺
身
隊
に
帰
宅
命 

令
が
出
て
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
が
、 

当
日
の
夜
は
広
島
駅
で
一
夜
を
あ
か
し
ま 

し
た
。
ま
だ
あ
ち
こ
ち
で
も
の
凄
い
匂
い 

で
し
た
。
翌
16

日
、
芸
備
線
で
井
原
駅
ま 

で
行
き
、
そ
こ
か
ら
は
現
在
の
安
芸
高
田 

市
高
宮
町
ま
で
仲
間
３
人
と
歩
い
て
帰
宅 

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
農
協
に
勤 

務
の
後
、
退
職
し
結
婚
。
昭
和
31

年
に
広 

島
へ
転
居
し
就
職
、
良
く
働
き
ま
し
た
。 

夫
は
男
の
厄
歳
を
境
に
、
度
々
病
気
に
な 

り
4

度
の
手
術
。
そ
の
度
、
付
添
さ
ん
を 

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
苦
し
い
時
期
も 

あ
り
ま
し
た
。
53

歳
で
退
職
後
も
、
５
年 

間
嘱
託
で
働
き
、
当
時
の
中
小
企
業
庁
長 

官
か
ら
表
彰
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

平
成
12

年
老
人
大
学
に
入
学
、
先
輩
方
が 

と
て
も
親
切
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
指
導
し

て
頂
い
た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

26

期
の
方
の
お
誘
い
で
パ
ソ
コ
ン
の
勉
強 

を
し
、
17

年
11

月
１
日
初
め
て
の
OB

会
ニ 

ュ
ー
ス
を
発
行
。
23

期
、
26

期
の
有
志
の 

方
の
発
案
で
、
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く 

り
を
目
的
に
し
た
歩
く
会
、
男
の
料
理
教 

室
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

が
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る

事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
に
、
お
世
話
様
に
な
り
有
難
く
お
礼 

を
申
し
あ
げ
ま
す
感
謝
だ
け
で
す
。
こ
れ 

か
ら
、
体
に
気
を
つ
け
、
も
う
少
し
の
間
、

皆
様
と
一
緒
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山
田 
隆
弘 

３
班
24

期 

こ
の
度
は
、
米
寿
の
お
祝
い
を
し
て
頂 

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
達
の
青
春
時
代
は
戦
中
戦
後
の
世
の
中

が
混
沌
と
し
た
時
代
で
、
中
学
校
に
入
学 

し
て
も
段
々
と
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
く 

る
と
、
勤
労
奉
仕
が
多
く
な
り
、
戦
争
末 

期
に
は
全
く
授
業
は
な
く
毎
日
勤
労
奉
仕 

が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
は
食 

糧
難
で
毎
日
空
腹
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。 

学
校
の
寮
に
入
っ
て
か
ら
は
食
事
と
い
っ 

て
も
薩
摩
芋
一
個
と
一
片
の
バ
タ
ー
と
か
、

大
豆
粕
飯
ぐ
ら
い
で
毎
日
空
腹
を
か
か
え 

勉
強
に
も
集
中
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で 

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、 

こ
の
年
ま
で
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
出 

来
た
こ
と
は
、
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま 

す
。 

私
は
65

歳
で
職
を
離
れ
ま
し
た
が
、
退
職 

後
を
楽
し
く
有
意
義
に
暮
ら
し
た
い
と
思 

い
趣
味
探
し
を
始
め
ま
し
た
。
公
民
館
等 

の
講
座
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
受 

講
し
た
講
座
は
、
詩
吟
、
水
墨
画
、
書
道
、

陶
芸
、
植
物
講
座
、
登
山
、
放
送
大
学
な 

ど
で
す
。
残
念
な
が
ら
教
室
が
無
く
な
っ 

た
り
私
の
都
合
で
長
続
き
せ
ず
こ
れ
と
い 

っ
た
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で 

し
た
が
登
山
は
15

年
間
続
け
ま
し
た
。
登 

っ
た
山
は
延
べ
190

余
り
で
楽
し
い
思
い
出 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
町
内
会
の
役
員 

や
少
し
の
盆
栽
、
町
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な 

ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
残
り
少
な
い
人 



（6） 広島市シニア大学院 OB会ニュース 第 49号 平成 29年 11月 1日発行 

生
を
健
康
で
自
立
生
活
が
で
き
る
よ
う
食 

生
活
と
運
動
に
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
西
村 

孝
博 

4

班
30

期 

 

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
軍
関
係
の
学
校
に 

行
く
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
甲
種
飛
行
予 

科
練
に
応
募
し
無
事
合
格
す
る
。
昭
和
19 

年
に
勇
躍
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て 

防
府
海
軍
通
信
学
校
に
入
隊
し
た
。
甲
種 

飛
行
予
科
練
習
生
の
日
課
は
、
午
前
中
毎 

日
90

分
授
業
で
モ
ー
ル
ス
信
号
の
訓
練
、 

午
後
は
主
に
体
力
づ
く
り
の
訓
練
で
非
常 

に
激
し
い
も
の
で
あ
る
。
私
達
は
普
通
科 

を
卒
業
し
て
高
等
科
に
行
く
予
定
で
あ
っ 

た
が
。
直
ち
に
実
習
部
隊
に
行
く
事
に
な 

る
。
私
は
第
14

期
生
７
名
と
倉
敷
航
空
隊 

に
行
き
約
半
年
間
実
務
に
つ
い
た
。
そ
の 

後
朝
鮮
の
鎮
海
航
空
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら 

れ
る
。
門
司
港
か
ら
陸
軍
の
御
用
船
に
便 

乗
す
る
事
に
な
る
。
当
時
朝
鮮
海
峡
は
米 

軍
の
機
雷
が
多
数
布
設
さ
れ
て
お
り
非
常 

に
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
。
私
達
は
昭
和 

20

年
６
月
14

日
16

時
に
門
司
港
を
出
航
し 

た
。
私
達
７
名
の
戦
友
は
、
後
部
甲
板
に 

並
ん
で
座
る
。
「
皆
ん
な
死
ぬ
時
は
一
緒 

に
！
」
と
話
し
合
っ
て
い
た
。
出
航
し
て 

約
３
時
間
経
っ
た
頃
、
船
が
米
軍
の
機
雷 

に
接
触
し
大
音
響
と
同
時
に
船
は
轟
沈
し 

た
。
私
は
気
絶
し
て
以
後
の
記
憶
は
な
い 

が
・
・
・
広
島
出
身
の
仲
良
し
の
戦
友
Ｔ 

君
（
彼
は
無
傷
で
あ
っ
た
）
に
後
で
話
を 

聞
く
と
、
気
絶
し
て
い
る
私
に
往
復
ビ
ン 

タ
し
て
も
生
気
に
な
ら
な
い
の
で
、
敬
礼 

し
て
別
れ
を
告
げ
、
彼
は
海
に
飛
び
込
み 

運
良
く
魚
舟
に
助
け
ら
れ
た
由
、
そ
し
て 

救
助
活
動
に
従
事
し
て
い
た
時
、
Ｔ
君
が 

海
に
浮
い
て
い
る
私
を
偶
然
見
つ
け
て
魚 

舟
に
助
け
上
げ
た
。
Ｔ
君
が
「
こ
れ
は
西 

村
だ
！
」
と
叫
ん
で
い
る
の
が
か
す
か
に 

聞
こ
え
た
が
・
・
・
ま
た
直
ぐ
に
気
を
失 

っ
て
後
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
病
院
に
運 

ば
れ
床
に
寝
か
さ
れ
る
。
私
は
そ
の
後
ど 

の
く
ら
い
経
過
し
た
か
わ
か
ら
な
い
が
・ 

・
・
喉
が
異
常
に
渇
い
て
「
水
が
欲
し
い
」

何
と
か
這
う
様
に
し
て
洗
面
台
に
行
き
立 

ち
上
が
っ
て
鏡
の
我
が
姿
を
見
る
。
顔
は 

真
黒
で
目
だ
け
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ
ロ
・
・
・
本 

当
に
見
苦
し
い
姿
で
あ
る
。
漸
く
水
を
飲 

む
と
ツ
ー
ン
と
海
水
が
鼻
を
つ
い
た
。
私 

は
そ
の
時
は
じ
め
て
船
が
轟
沈
し
た
と
認 

識
し
た
。
私
は
気
絶
し
て
一
度
船
と
共
に 

沈
み
、
再
び
浮
き
上
が
っ
た
ら
し
い
。
重 

油
と
海
水
が
肺
に
充
満
し
て
息
苦
し
く
す 

ぐ
に
気
を
失
う
。
病
院
の
床
で
何
日
経
過 

し
た
か
わ
か
ら
な
い
が
・
・
・
Ｔ
君
が
私 

を
探
し
に
来
て
見
付
け
す
ぐ
に
М

旅
館 

（
出
発
前
に
宿
泊
）
に
連
れ
帰
っ
た
。
Ｔ 

君
と
も
う
一
人
の
戦
友
K

君
二
人
は
私
を 

入
浴
さ
せ
全
身
の
重
油
を
洗
い
落
と
し
て 

く
れ
た
。
肺
に
充
満
し
て
い
た
重
油
も
自 

然
吸
収
さ
れ
少
し
ず
つ
楽
に
な
り
何
と
か 

言
葉
が
話
せ
る
様
に
な
る
。
二
人
の
献
身 

的
な
介
抱
と
自
身
の
生
命
力
で
漸
く
正
常 

な
身
体
に
な
る
。「
私
は
運
命
と
い
う
か 

・
・
・
轟
沈
し
た
が
奇
跡
的
に
一
命
を
取 

り
戻
す
事
が
で
き
た
」。
そ
の
後
軍
隊
で 

の
通
信
の
経
験
が
縁
で
電
気
通
信
事
業
に 

約
50

年
余
勤
務
し
た
。
か
え
り
み
る
と
「 

人
間
は
本
当
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
実 

感
し
、
毎
日
感
謝
の
日
を
送
っ
て
い
る
。 

 
 

 

橋
尾 

四
郎 

7

班
39

期 

1
9
3
0

年
（
昭
和
5

年
）
は
、
世
界
恐 

慌
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は 

（
そ
れ
以
前
で
も
だ
け
れ
ど
）
戦
争
の
続 

く
時
代
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
、
日
露
戦 

争
は
明
治
時
代
。
そ
し
て
、
第
一
次
世
界 

大
戦
は
大
正
時
代
。
さ
ら
に
、
昭
和
に
入 

っ
て
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
そ
し
て
第 

二
次
世
界
大
戦
と
つ
づ
く
、
そ
し
て
原
爆
。

そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。1

9
4
5

年 
（
昭
和
20

年
）
い
わ
ゆ
る
終
戦
。
正
確
に 

は
敗
戦
（
無
条
件
降
伏
）
と
な
る
。
そ
し 

て
、
そ
の
後
、
平
和
な
時
代
が
続
く
。
そ 

の
後
さ
ら
に
現
代
へ
。（
し
か
し
戦
争
は 

各
地
で
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

内
戦
、
ゲ
リ
ラ
、
テ
ロ
・
・
・
。
し
か
し
、

 

当
面
日
本
は
平
和
）
ー
平
和
な
時
代
は
、 

喜
ば
し
い
こ
と
ー
平
和
が
長
く
続
く
こ
と 

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

《
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド 

と
萩
明
倫
学
舎
》 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

研
修
部
長 

 

米
山
正
春 

研
修
部
第
一
回
目
の
行
事
を
９
月
12

日 

（
火
）
に
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
早
朝
の
大
雨
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
の
遅
延 

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
111

名
を
乗
せ 

た
バ
ス
三
台
は
山
陽
道
を
長
門
路
に
向
け 

て
ほ
ぼ
定
刻
通
り
出
発
し
ま
し
た
。

 

「
秋
吉
台
自
然
動
物
公
園
サ
フ
ァ
リ 

ラ
ン
ド
」
は
昭
和
53

年
に
開
園
し 

、
約
70

種
、
七
千
頭
羽
の
動
物
が 

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
般
の
動
物
園
と
は
違
い
、
壮
大 

な
大
自
然
の
な
か
で
暮
ら
す
野
生 

本
来
の
動
物
達
の
姿
を
目
の
当
た 

り
に
で
き
大
感
激
で
し
た
。 

平
成
24

年
に
は
エ
ン
チ
メ
ン
ト
大 

賞
（
飼
育
す
る
動
物
の
環
境
を
良
く
す
る 

取
組
を
評
価
）
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

昼
食
は
、
「
海
鮮
村
・
北
長
門
」
で
ボ
リ 

ュ
ー
ム
満
点
の
海
鮮
料
理
を
い
た
だ
き
、 

第
二
の
目
的
地
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

「
萩
・
明
倫
学
舎
」
は
全
国
屈
指
の
規
模 

を
誇
っ
た
藩
校
で
す
。
そ
の
跡
地
に
建
て 
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ら
れ
た
「
旧
明
倫
小
学
校
校
舎
」
は
平
成 

26

年
ま
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
本
最
大
の
木
造
校
舎
が
「
萩
・
明 

倫
学
舎
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

 

岡
山
藩
の
閑
谷
学
校
の
よ
う
な
重
厚
さ
は 

無
い
が
、
江
戸
時
代
前
期
に
建
て
ら
れ
た 

講
堂
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
館
展
示
室
で
は
明
倫
館
の
歴
史
と
維
新 

で
の
萩
藩
の
役
割
や
活
躍
ぶ
り
を
ボ
ラ
ン 

テ
ア
の
方
に
案
内
し
て
頂
き
、
良
く
理
解 

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

企
画
段
階
で
は
暑
さ
を
、
当
日
の
朝
は
大 

雨
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
幸
い
雨
に
も
殆 

ど
合
わ
ず
、
当
地
の
気
温
も
23

度
程
度
と 

絶
好
の
旅
行
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様 

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
何
事
も
無
く
予 

定
通
り
終
了
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
＆
萩
明
倫
学
舎
」 

日
帰
り
の
旅 

藤
村
摩
智
子 

６
班
37

期 

研
修
旅
行
案
内
の
「
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
」 

の
文
字
が
目
に
入
り
、
早
速
申
し
込
む
。 

北
海
道
ク
マ
牧
場
や
安
佐
動
物
園
等
で
見 

た
動
物
以
外
は
映
画
、
本
の
世
界
で
あ
る
。

実
話
が
大
好
き
な
の
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ダ
ー 

ウ
イ
ン
が
来
た
」
を
良
く
み
る
。
撮
影
は 

ト
リ
ッ
ク
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
虎
、

 

ラ
イ
オ
ン
等
自
然
の
森
林
で
獲
物
を
し
と 

め
る
シ
ー
ン
が
外
国
の
撮
影
に
多
く
あ
る
。

強
い
動
物
が
生
き
る
場
面
は
迫
力
が
あ
る
。

今
年
の
夏
サ
フ
ァ
リ
で
、
車
の
窓
を
開
け 

て
熊
に
餌
を
与
え
よ
う
と
し
た
人
が
負
傷 

し
た
こ
と
も
あ
り
、
園
内
に
入
る
と
窓
は 

決
し
て
開
け
な
い
で
下
さ
い
と
の
ア
ナ
ウ 

ン
ス
、
猛
獣
危
険
の
立
札
も
あ
ち
こ
ち
に 

あ
る
。
大
自
然
の
中
で
最
初
の
出
逢
い
は 

ア
フ
リ
カ
象
。
バ
ス
の
正
面
へ
ゆ
っ
た
り 

の
っ
そ
り
と
近
づ
く
、
一
瞬
「
ヴ
ァ
」
と 

歓
声
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い 

と
連
続
で
押
し
即
刻
見
る
と
運
転
手
の
帽 

子
。
失
敗
だ
!! 

再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

も
象
は
後
ろ
向
だ
。
巨
大
な
象
は
私
を
有 

頂
天
に
さ
せ
知
ら
ぬ
間
に
童
心
に
帰
っ
て 

い
る
。
熊
の
ゾ
ー
ン
で
は
熊
牧
場
と
違
い
。

 

餌
を
頂
戴
す
る
し
ぐ
さ
も
な
く
、
餌
の
取 

り
合
い
も
な
く
、
ご
ろ
ん
と
寝
そ
べ
っ
て 

い
る
。
シ
マ
ウ
マ
は
縞
柄
が
本
当
に
美
し 

い
。
チ
ー
タ
も
木
の
横
で
の
ん
び
り
他
の 

動
物
を
追
っ
か
け
な
い
か
と
心
配
し
て
よ 

く
見
る
と
高
圧
線
が
低
く
張
っ
て
あ
る
の 

で
安
堵
し
た
。
次
の
ゾ
ー
ン
は
ラ
イ
オ
ン
。

さ
す
が
鋭
い
足
、
檻
の
中
に
い
た
け
ど
子 

供
の
頃
か
ら
人
間
慣
れ
し
て
い
る
の
か
、 

空
腹
に
さ
せ
て
な
い
の
か
、
動
じ
な
い
。 

次
は
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ 

ガ
ー
。
檻
の
中
に
三
匹
並
ん
で
腹
ば
い
、 

さ
す
が
に
し
た
た
か
、
毛
並
は
み
ご
と
で 

艶
や
か
、
こ
の
家
族
は
王
様
だ
と
思
わ
せ 

る
。
私
た
ち
の
満
足
し
た
様
子
に
、
今
日 

は
嬉
し
か
っ
た
よ
と
ガ
イ
ド
さ
ん
も
ご
満 

悦
。
最
後
の
見
学
地
、
萩
明
倫
学
舎
へ
。 

世
界
遺
産
２
号
館
の
一
室
一
室
に
貴
重
な 

資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
学
校
で
学
ん 

だ
事
を
思
い
起
こ
す
。
生
涯
忘
れ
得
ぬ
楽 

し
い
旅
行
と
な
り
研
修
部
の
皆
さ
ん
に
は 

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 

《 

一 

班 

》 

 
 

 
 

班
長 

佐
々
木
浩
二 

皆
さ
ん
の
日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。

同
期
な
ら
大
学
・
院
時
代
は
班
内
の
交
流 

も
あ
り
親
し
い
が
、
OB

会
で
は
期
が
離
れ 

る
と
講
座
も
一
緒
に
受
講
し
、
住
区

も
近
隣
同
志
だ
が
意
外
に
馴
染 

み
が
な
い
。
29

年
度
か
ら
班
内
交 

流
促
進
の
方
針
も
あ
り
、
期
を
越 

え
て
親
し
く
な
れ
な
い
も
の
か
？ 

最
初
の
「
コ
ー
ラ
ス
」
練
習
行
事
は 

3

班
と
協
力
し
、
早
め
に
段
取
り
、

 

多
く
の
人
に
声
を
か
け
誘
っ
た
。 

1

班
よ
り
20

数
名
、
3

班
と 

合
わ
せ
50

名
近
い
参
加
が
あ
り
、 

舞
台
狭
し
と
盛
り
上
っ
た
。
更
に
、
８
月 

講
座
日
の
コ
ー
ラ
ス
練
習
後
、
1

班
の
初 

行
事
は
福
屋
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
懇
親 

会
を
持
っ
た
。
15

名
の
参
加
が
あ
り
、
年 

齢
は
75

～
87

歳
、
解
放
的
な
場
で
お
し 

ゃ
べ
り
に
花
が
咲
い
た
。
人
生
を
重
ね
て 

の
意
見
交
換
は
味
わ
い
深
く
元
気
の
で
る 

話
も
多
か
っ
た
。
交
流
会
へ
の
期
待
も
大 

き
い
。
今
後
は
太
田
川
河
川
敷
で
の
グ
ラ 

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
年
明
け
の
懇
親
会
な
ど
を 

計
画
中
で
す
。
班
内
の
多
く
の
皆
さ
ん
の 

ご
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。
行
事
メ
ニ
ュ
ー 

も
替
え
て
多
く
の
人
と
の
交
流
促
進
の
発 

端
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

                

《 

二 

班 

》 

 
 

 
 

 

班
長 

吉
岡 

美
枝
子 

 

二
班
は
総
勢
一
〇
三
名
で
男
性
二
九
名
、

女
性
七
四
名
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
芸
能
祭
ニ
、
四
班
の
コ
ー
ラ
ス
の 
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出
演
準
備
、
出
演
依
頼
は
お
手
伝
い
役
で 

し
た
。
反
省
会
と
懇
親
会
を
一
〇
月
の
講 

座
の
後
に
茶
話
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

 

合
わ
せ
て
、
今
後
の
班
活
動
に
つ
い
て
も 

打
合
せ
す
る
予
定
で
す
。 

皆
さ
ん
元
気
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

 

行
事
参
加
で
は
、
体
調
不
良
や
知
ら
な
い 

人
と
話
を
し
て
も
楽
し
く
な
い
、
日
時
を 

決
め
て
集
ま
る
の
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
等 

の
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。 

＊
班
内
の
素
晴
ら
し
い
方
を
紹
介 

・
川
本 

勝
之
さ
ん
（
85

歳
）
27

期 

紅
寿
会
（
ゴ
ル
フ
）
の
代
表
と
し
て
長 

年
活
躍
。 

・
鳴
谷 

マ
ツ
コ
さ
ん
（
88

歳
）
27

期 

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル 

で
責
任
者
を
長
年
務
め
る
。 

・
竹
内 

照
美
さ
ん
（
88

歳
）
33

期 

リ
ズ
ム
体
操
、
広
島
支
部
発
表
会
等
舞
台

で
長
年
活
躍
。 

・
竹
本 

チ
エ
子
さ
ん
（
86

歳
）
33

期 

 

リ
ズ
ム
体
操
、
広
島
支
部
発
表
会
、
広 

 

島
文
化
交
流
会
館
Ｈ
Ｂ
ホ
ー
ル
、
広
島 

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
等
舞
台
で
長
年
活
躍 

し
、
最
高
齢
者
と
し
て
八
年
間
出
演
。 

 

《 

三 

班 

》 

班
長 

古
太
刀 

勲 

シ
ニ
ア
大
学
院
OB

会
で
最
多
の
会
員
が 

在
籍
し
て
い
る
班
で
す
。
皆
さ
ん
は
お
元 

気
で
よ
く
集
い
ま
す
。
月
例
の
講
座
の
出 

席
率
は
71

%

で
す
。
こ
の
６
か
月
の
全
講 

座
出
席
者
数
は
39

名
で
全
体
の
31

％
を
超 

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
懇
親
会
等
の 

参
加
率
も
比
較
的
高
い
よ
う
で
す
。
だ
が
、

こ
の
夏
の
「
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃
」 

の
参
加
率
は
極
端
に
低
か
っ
た
で
す
。
在 

籍
者
の
約
65

％
が
南
区
の
方
で
す
の
で
距 

離
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
年 

末
の
「
平
和
公
園
一
斉
清
掃
」
の
参
加
率 

は
い
か
程
に
な
る
か
心
配
で
す
。
話
題
は 

変
わ
り
ま
す
が
、
３
班
全
体
に
か
か
わ
る 

行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
９
月
24

日 

(

日)

「
安
芸
区
の
集
い
」（
７
班
天
畠
重 

博
氏
主
宰
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ 

で
の
出
席
率
は
大
学
、
院
、
OB

会
の
全
出 

席
者
数
（
38

名
）
の
34

％
超
が
OB

会
A 

班
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
講
師
は
矢
野
町
在 

住
の
升
味
正
光
医
師
で
し
た
。
ど
な
た
も 

関
心
の
高
い
こ
と
な
の
で
質
問
も
多
く
あ 

り
充
実
し
た
集
い
で
し
た
。
何
事
も
よ
く 

集
う
３
班
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

《 

四 

班 

》 

班
長 

田
坂
善
治
郎 

我
が
班
は
、
15

期
か
ら
34

期
ま
で
の
106 

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
男
性
40

％
、
女 

性
60

％
の
比
率
で
、
最
高
年
齢
は
93

歳
で
、

 

70

歳
代
が
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
若
々 

し
い
集
団
で
あ
る
。 

趣
味
も
多
彩
で
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動 

で
代
表
を
務
め
る
傍
ら
研
鑽
に
励
む
人
、 

サ
ー
ク
ル
に
入
り
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
す 

人
、
一
般
市
民
と
伴
に
古
典
芸
能
等
を
勉 

強
す
る
人
と
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
登
山
、

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
に 

参
加
し
て
体
を
鍛
え
て
お
ら
れ
る
人
も
い 

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
先
の
平
和 

公
園
清
掃
の
時
、
他
の
集
団
と
一
緒
に
作 

業
を
熱
心
に
行
い
、
私
達
の
グ
ル
ー
プ
の 

作
業
終
了
に
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
方
も
お 

ら
れ
た
。
多
く
の
人
が
口
外
さ
れ
な
い
け 

れ
ど
も
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参 

加
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

 

健
康
年
齢
を
延
ば
す
べ
く
家
に
籠
ら
ず
、 

他
人
と
接
し
、
心
と
体
を
鍛
え
る
気
風
が 

盛
ん
な
四
班
で
あ
る
。 

 

《 

五 

班 

》 

班
長 

荒
木 

紀
雄 

OB

会
の
中
で
は
、
班
員
が
少
な
い
班
で 

す
が
、「
自
治
会
の
行
事
に
は
、
最
優
先 

で
参
加
す
る
」
と
の
、
伝
統
的
な
流
れ
を 

受
け
て
、
各
行
事
に
は
多
数
の
参
加
協
力 

を
頂
い
て
い
ま
す
。 

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
今 

年
も
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

現
在
は
、
芸
能
発
表
会
で
は
、
多
数
の
参 

加
者
で
観
客
の
皆
さ
ま
に
元
気
な
歌
声
が 

届
け
ら
れ
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

 

そ
の
他
、
班
独
自
の
行
事
と
し
ま
し
て
は
、

８
月
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
懇
親
会
、
色
々
な 

自
治
会
行
事
の
間
を
ぬ
っ
て
、
グ
ラ
ン 

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
11

月
と
３
月
に
実
施 

し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
初 

め
て
の
方
に
も
対
応
し
た
ル
ー
ル
と
用
具 

の
準
備
に
よ
り
、
三
十
名
を
超
え
る
方
に 

参
加
し
て
頂
け
る
楽
し
い
行
事
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
元
気
で
、
仲
良
く
・
楽
し
く
、 

健
康
づ
く
り
を
目
標
に
、
今
後
も
積
極
的 

に
自
治
会
行
事
に
参
加
し
、
頑
張
っ
て
行 

く
５
班
で
有
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

《 

六 

班 

》 

班
長 

佐
々
木 

保
江 

芸
能
発
表
会
の
出
演
申
し
込
み
用
紙
を 

受
け
取
り
曲
選
び
に
か
か
る
。
班
全
員
で 

選
ぶ
こ
と
は
無
理
な
た
め
、
班
長
、
副
班 

長
で
数
曲
持
ち
寄
り
意
見
交
換
を
す
る
。 

元
気
な
曲
や
賑
や
か
な
曲
が
好
い
と
「
東 

京
ド
ド
ン
パ
娘
」
と
「
い
つ
で
も
夢
を
」 

の
２
曲
を
選
曲
す
る
。
次
は
CD

と
歌
詞
カ 

ー
ド
の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
講
座 

の
前
に
時
間
を
作
り
数
度
の
話
し
合
い
を 

行
う
。
作
成
は
、
夫
々
そ
の
道
に
た
け
た 



（9） 広島市シニア大学院 OB会ニュース 第 49号 平成 29年 11月 1日発行 

方
に
気
持
ち
よ
く
協
力
し
て
頂
き
何
と
か 

形
に
な
っ
た
。
８
月
14

日
、
１
回
目
の
コ 

ー
ラ
ス
練
習
は
51

名
の
方
の
参
加
が
あ
り 

椅
子
が
足
り
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
９
月 

13

日
、
２
回
目
の
コ
ー
ラ
ス
練
習
日
に
は 

立
派
な
歌
詞
カ
ー
ド
も
出
来
上
が
り
42

名 

の
方
が
参
加
し
て
下
さ
り
無
事
終
わ
る
。 

最
初
、
指
揮
者
は
無
く
て
も
よ
い
と
の
意 

見
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
必
要
だ
と
言
う 

こ
と
で
無
理
を
お
願
い
し
て
引
き
受
け
て 

い
た
だ
く
。
何
分
に
も
練
習
時
間
が
短
く 

て
本
番
が
心
配
で
す
が
、
６
班
の
皆
様
が
楽

し
く
合
唱
出
来
れ
ば
そ
れ
で
良
い
い
の 

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

《 

七 

班 

》 

班
長 

村
上 

数
枝 

大
学
で
は
、
５
班
と
６
班
だ
っ
た
私
た 

ち
は
、
現
在
班
員
87

名
の
大
所
帯
の
班
に 

な
り
ま
し
た
。
月
に
一
度
の
講
座
日
に
出 

会
う
だ
け
で
は
お
互
い
顔
を
覚
え
る
こ
と 

も
容
易
で
は
な
い
中
、
芸
能
祭
の
コ
ー
ラ 

ス
の
練
習
は
仲
間
と
一
つ
の
目
標
に
向
き 

あ
う
こ
と
で
少
し
ず
つ
絆
を
深
め
る
こ
と 

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。 

当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
舞
台
で
元
気 

に
声
を
合
わ
せ
て
、
練
習
の
時
よ
り
一
番 

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
毎
年
一
期
ず 

つ
の
出
入
り
は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
班
と 

な
っ
た
ご
縁
を
喜
び
、
B

班
の
５
年
間
が 

楽
し
い
想
い
出
と
な
る
よ
う
微
力
を
尽
く 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
12

月
に
は
忘
年
会 

を
兼
ね
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て 

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参 

加
を
頂
い
て
一
層
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

 

 

《 

八 

班 

》 

 
 

 

副
班
長 

井
尻
芳
信 

私
達
八
班
は
コ
ー
ラ
ス
大
好
き
人
間
の 

集
ま
り
で
す
。
大
学
、
大
学
院
の
5

年
間 

の
大
学
祭
の
「
コ
ー
ラ
ス
」
で
絆
が
強
ま 

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
か
ら 

大
学
祭
ま
で
に
8

回
の
練
習
を
し
て
本
番 

に
臨
み
ま
し
た
。
今
年
、
Ｏ
Ｂ
会
に
入
会 

し
て
も
こ
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
６
月
か 

ら
９
月
の
芸
能
発
表
会
ま
で
6

回
の
練
習 

を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
こ
ん
な
「
コ
ー
ラ 

ス
」
大
好
き
仲
間
の
松
野
勝
さ
ん
が
8

班 

の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
詩
を
書
い
て
く
れ 

ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ス
指
揮
者
の
田
中
則
子 

さ
ん
が
こ
の
詩
に
曲
を
付
け
て
く
れ
「
八 

班
の
絆
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
歌
が
出
来 

ま
し
た
。
現
在
は
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
の
時
、

 

み
ん
な
で
歌
っ
て
一
生
懸
命
覚
え
て
い
ま 

す
。
来
年
の
「
芸
能
発
表
会
」
に
皆
様
に 

お
聴
か
せ
す
る
事
が
出
来
る
か
も
と
思
っ 

て
い
ま
す
。 

 

《
平
成
29

年
度
講
座
紹
介
》 

＊
１１

月
度
講
座 

・
テ
ー
マ 

「
ア
ン
デ
ス
の
風
と
響
き
」 

・
講 

師 

「
テ
ィ
エ
ラ
ヌ
エ
バ
」
南
米 

ア
ン
デ
ス
音
楽
演
奏
グ
ル
ー
プ 

・
内 

容 

ア
ン
デ
ス
地
方
の
伝
承
音
楽 

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
的
な
影
響
を
受
け 

フ
ォ
ク
ロ
ー
レ
音
楽
と
し
て
受
け
継
が
れ 

て
き
た
民
族
音
楽
を
ア
ン
デ
ス
地
方
で
生 

ま
れ
た
珍
し
い
楽
器
で
演
奏
し
て
頂
き
ま 

す
。
ア
ン
デ
ス
地
方
の
民
族
楽
器
演
奏
で 

日
本
と
真
反
対
に
位
置
す
る
遥
か
遠
い
南 

米
へ
私
達
を
い
ざ
な
っ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

 

 *

１２

月
度
講
座 

・
テ
ー
マ 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」 

・
講 

師 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー 

（
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
） 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
杉
野
由
美
・
小
松
清
志
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
者 

・
内 

容 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の 

必
要
性
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
そ
し
て
行

動
に
移
す
チ
ャ
ン
ス
と
な
れ
ば
と
・
・ 

今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を 

様
々
な
角
度
か
ら
講
義
し
て
頂
き
ま
す
。 

実
演
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
楽
し
み
な
が 

ら
学
び
ま
し
ょ
う
。 

  

＊
１
月
度
講
座 

・
テ
ー
マ 

「
健
康
長
寿
・
不
老
不
死
の 

極
意
」 

・
講
師 

松
村
循
環
器
・
外
科
医
院 

 

理
事
長 

松
村 

誠 

・
内
容 

高
齢
者
に
取
っ
て
有
意
義
な
健 

康
管
理
に
関
す
る
講
義
で
す
。
風
邪
や
イ 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
と
な
り 

ま
し
た
が
私
達
高
齢
者
が
健
康
長
寿
に
暮 

ら
せ
る
そ
の
極
意
を
し
っ
か
り
と
教
え
て 

頂
き
ま
し
ょ
う
。 

 

《
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃
》 

・
実
施
日 

平
成
29

年
7

月
27

日
（
木
） 

・
Ｏ
Ｂ
会
参
加
者
103

名 

・
シ
ニ
ア
大
グ
ル
ー
プ
288

名
（
大
学

116 

名
・
大
学
院
66

名
） 

今
年
は
「
平
和
記
念
資
料
館
本
館
」

の
改
修
工
事
に
伴
い
開
会
式
場
が 

例
年
と
異
な
っ
て
「
資
料
館
南
側 

駐
車
場
」
と
な
り
ま
し
た
。
又
大 

型
の
清
掃
用
具
（
ホ
ウ
キ
・
ク
マ 

デ
・
テ
ミ
等
）
の
配
布
は
行
わ
れ
ま 

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
状
況
の 

中
、
早
朝
か
ら
の
清
掃
作
業
に
汗 

を
流
し
て
頂
き
ま
し
た
Ｏ
Ｂ
会
の 

参
加
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。
綺
麗
に
な
っ
た
平
和 

記
念
公
園
内
と
一
生
懸
命
清
掃
作
業
を
さ 
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れ
た
皆
様
の
汗
が
共
に
朝
日
に
清
々
し
く 

輝
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

《
A

B

班
合
同
懇
親
会
》 

６
月
21

日
（
水
）
と
７
月
19

日
（
水
） 

の
二
回
、
国
際
ホ
テ
ル
で
A

B

班
合
同 

の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員 

の
紹
介
に
続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、
和
気 

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
班
を
超 

え
た
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
に
わ
か
グ 

ル
ー
プ
や
テ
ー
ブ
ル
単
位
で
の
カ
ラ
オ
ケ
で 

盛
り
上
が
り
、
ま
さ
に
宴
た
け
な
わ
の
３ 

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。 

《
歴
代
会
長
懇
親
会
》 

７
月
14

日
（
金
）
歴
代
の
会
長
総
務
部
長 

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16

名
の
参
加
が 

あ
り
、
懸
案
事
項
や
今
年
度
の
重
点
目
標 

等
を
説
明
し
た
後
、
打
合
せ
を
行
い
課
題 

提
起
や
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。 

《
芸
能
発
表
会
反
省
会
》 

10

月
13

日
（
金
）
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い 

て
芸
能
発
表
会
の
反
省
会
を
兼
ね
た
懇
親 

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
間
に
亘
り 

各
部
門
か
ら
良
か
っ
た
点
や
改
善
点
が
出 

さ
れ
次
回
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま 

し
た
。
全
般
的
に
は
新
し
い
施
設
な
が
ら 

成
功
裏
に
終
了
し
た
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

 

《
中
間
役
員
会
》 

10

月
18

日
（
水
）
大
会
議
室
で
全
役
員 

出
席
の
中
間
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

上
半
期
の
実
施
状
況
と
下
半
期
に
向
け
た 

取
り
組
み
が
、
各
事
業
部
長
か
ら
報
告
さ 

れ
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
途
中
で
休
憩
を 

入
れ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
も
始
ま
り
出
席
率 

も
向
上
し
始
め
ま
し
た
。
受
付
け
業
務
も 

別
室
で
行
い
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
タ
ー
を
活
用
し
各
事
業
部
か
ら 

の
お
知
せ
等
を
行
っ
た
り
、
旅
行
案
内
を 

手
渡
す
る
等
会
長
推
進
の
A

T

M

も 

ボ
ツ
ボ
ツ
で
す
が
回
転
し
始
め
ま
し
た
。 

《
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
》 

９
月
か
ら
広
島
市
が
導
入
し
た
「
い
き
い 

き
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し 

た
。
OB

会
も
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ポ 

イ
ン
ト
の
付
与
に
つ
い
て
、
役
員
会
や
講 

座
日
に
制
度
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ポ
イ
ン
ト
対
象
や
押
印
で
当
初
は
戸
惑
い 

も
あ
り
ま
し
た
が
、
順
調
に
実
施
さ
れ
始 

め
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  

《
男
の
料
理
教
室
》 

 
 

 
 

宮
崎 

淳 

１
班
34

期 

「
食
べ
た
!! 

お
腹
い
っ
ぱ
い
じ
ゃ
」
満 

足
げ
な
声
が
各
班
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
和 

や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
。（
常
時
４
班
で 

活
動
）
本
教
室
は
発
足
以
来
１
０
年
が
経 

過
し
、
諸
先
輩
方
の
教
え
を
継
承
し
鋭
意 

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
図
ら
ず
も
代
表 

を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
今
後
は
セ
ン
ス 

の
あ
る
若
い
方
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は
、
現
役
時
代 

に
料
理
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
、
並
び 

に
経
験
豊
か
な
子
供
あ
し
ら
い
の
上
手
な 

ユ
ニ
ー
ク
な
方
、
お
二
人
か
ら
楽
し
く
指 

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
教
室
は
、
月
１
回 

の
開
催
で
１
月
・
８
月
は
休
会
と
し
ま
す 

が
、
当
該
月
は
時
間
を
設
け
意
見
交
換
会 

を
開
催
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い 

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
反
省
会
等
で
希
望
を 

述
べ
合
い
、
意
見
に
沿
う
よ
う
ア
レ
ン
ジ 

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
食
材
は
、
吟 

味
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
す
。 

教
室
は
設
備
に
恵
ま
れ
、
他
方
に
自
慢
で 

き
る
会
場
で
あ
り
ま
す
。
調
理
に
興
味
の 

あ
る
方
、
又
は
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
を
実 

践
さ
れ
て
い
る
方
、
一
度
見
学
に
お
い
で 

く
だ
さ
い
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

                 

《
編 

集 

後 

記
》 

芸
能
祭
、
日
帰
り
旅
行
、
米
寿
祝
賀
会
、
懇

親
会
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
立
て
続

け
に
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
「
い
き
い
き
ポ

イ
ン
ト
」
も
始
ま
り
、
役
員
の
み
な
さ
ん
も

会
員
の
皆
さ
ん
も
お
疲
れ
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
活
躍
の
様
子
を

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
身
近
な
方
の
思
わ

ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

文
化
部
員
一
同 

 
 

 

訃 

報 

明
賀 

彦
太
様
（
78

歳
）
１
班
34

期 

平
成
29

年
６
月
16

日 

 

田
村 

和
子
様
（
83

歳
）
２
班
27

期 

平
成
29

年
７
月
19

日 

 

山
岡 

祥
子
様
（
81

歳
）
４
班
29

期 

平
成
29

年
７
月
27

日 

 
 

 
 

 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

会
員
一
同
謹
ん
で
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 


